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令和 6 年度事業報告について 
 

１ 設立目的及び概況 

 （１）設立目的 

当法人は、日田市公民館の設置及び管理に関する条例に掲げる公民館（中央公民館を

除く。）の管理運営及び各種の事業を行うことにより、市民の教養の向上、健康の増進、

情操の純化を図り、もって市民の生涯学習活動の振興、市民参加のまちづくりの促進、

児童の健全育成に寄与することを目的とする。 

（２）概況 

   ア 設立年月日 

       平成 23 年 2 月 16 日 

   イ 基本財産 

      基本財産は、300 万円（全額日田市出資）である。 

ウ 実施事業 

（ア）日田市から指定を受けた公民館等の管理運営 

（イ）市民に対する多様な学習機会の提供 

（ウ）市民の学習成果の評価・発表・活用に関する事業 

（エ）市民参加のまちづくりの促進に関する事業 

（オ）放課後児童クラブ健全育成に関する 

（オ）その他この法人の目的を達成するために必要な事業 

 

２ 評議員及び役員（理事、監事）に関する事項 （令和 7 年３月末現在） 

 （１）評議員   (任期 4 年) 令和８年６月の定時評議員まで                                       

役  職 氏  名 就任年月日 

評 議 員 長 尾 秀 吉 平成３０年６月２９日 

評 議 員 橋 本 成 人 平成２５年６月１９日 

評 議 員 高 瀬   博 平成３０年６月２９日 

評 議 員 工 藤 典 子 平成２３年５月３１日 

評 議 員 園 田   匠 平成３０年６月２９日 

評 議 員 後 藤 靖 孝 令和５年６月３０日 

評 議 員 服 部 浩 治 令和６年６月２７日 

評 議 員 瀬 口 英 隆 令和６年６月２７日 

評 議 員 衣 笠 雄 司 令和６年６月２７日 

評 議 員 伊 藤 干 樹 令和６年６月２７日 
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（２）理事   (任期 2 年) 令和 8 年６月の定時評議員まで 

役  職 氏  名 就任年月日 

代表理事 

（理事長） 
江 嶋 久 典 令和５年１１月８日 

副理事長 森   弘 子 平成３０年６月２９日 

理  事 藤 井 維 清 平成３１年４月１２日 

理  事 川 津 三 郎 令和５年６月３０日 

理  事 中 塚 能 馬 令和５年６月３０日 

理  事 馬 場 亮 次 令和４年６月３０日 

理  事 信 岡 謙 介 令和５年６月３０日 

理  事 松 井 顕 一 令和６年６月２７日 

理  事 池 田 康 成 令和６年６月２７日 

理  事 高 倉 良 子 令和６年６月２７日 

理  事 坂 本 竜 一 令和６年６月２７日 

常務理事 伊 藤 正 昭 令和６年６月２７日 

 

（３）監事   (任期 4 年) 令和８年６月の定時評議員まで 

監  事 小 ケ 内 聡 行 平成２３年２月１６日 

監  事 園 田 恭 一 郎 令和５年６月３０日 

 

（４）－① 地区公民館事業部門職員 

区分 館長 主事 
事務 

局長 

事務 

局員 

臨時 

職員 

合 計 

 男 女 

地区公民館 ２０ ２０    ４０ ３1 9 

事  務  局   １ ２ １ ４  ３ １ 

合  計 ２０ ２０ １ ２ 1 ４４ ３４ １０ 

 

（４）－② 放課後児童クラブ事業部門職員（事務局：令和６年４月・クラブ１１月から） 

区分 常勤 非常勤 事務局員 臨時職員 
合 計 

 男 女 

児童クラブ ２４ ３３   ５７ ２ ５５ 

事  務  局   ２ ２ ４ １ ３ 

合  計 ２４ ３３ ２ ２ ６１ ３ ５８ 
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３ 会議などの開催状況 

 （１）評議員会・理事会・監査等 

開催年月日 開催 付議事項 審議結果 

6月 7日 監査 ・令和５年度事業及び決算の監査 適正 

6月 12日 
第 1回定例 

理事会 

・定款の一部改正について 

・組織に関する規程の一部改正について 

・令和５年度の事業報告と決算報告について 

・監査報告について 

・評議員、理事、監事の候補者の推薦について 

・定時評議員会の招集について 

承認 

6月 27日 
定時 

評議員会 

・定款の一部改正について 

・組織に関する規程の一部改正について 

・令和４年度の事業報告と決算認定について 

・評議員の選任について 

・理事の選任について 

・監事の選任について 

可決 

7月 2日 
第1回臨時 

理事会 

・代表理事(理事長)の選任について 

・副理事長の選任について 

・常務理事の選任について 

・人事委員会委員の選任について 

選任 

9月 24日 
第2回臨時 

理事会 

・日田市放課後児童クラブ運営に係わる就業規則等の

作成について 

① 職員就業規則 放課後児童クラブ支援員及び補

助員に関する規程 

② 放課後児童クラブ支援員及び補助員に関する給

与規程 

③ 放課後児童クラブ支援員及び補助員の育児・介

護休業に関する規則 

・令和 6年度収支予算補正第 1号について 

・理事の推薦について 

・評議委員会の招集について 

承認 

 

 

 

9月 26日 

 

 

 

 

 

第1回臨時 

評議員会 

 

 

 

・日田市放課後児童クラブ運営に係わる就業規則等の

作成について 

① 職員就業規則 放課後児童クラブ支援員及び補

助員に関する規程 

② 放課後児童クラブ支援員及び補助員に関する給

与規程 

③ 放課後児童クラブ支援員及び補助員の育児・介

 

 

 

可決 
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9月 26日 

 

 

第1回臨時 

評議員会 

護休業に関する規則 

・令和 6年度収支予算補正第 1号について 

・理事の推薦について 

 

可決 

 

1月 24日 
第 3回臨時 

理事会 

・理事長の職務執行状況について 

・令和 6年度収支予算補正第 2号について 

・日田市放課後児童クラブ運営規程の一部改正について 

・公民館長採用について 

・第 2回臨時評議委員会の招集について 

承認 

2月 3日 
第 2回臨時 

評議員会 

・理事長の職務執行状況 

・日田市放課後児童クラブ運営規程の一部改正について 

・令和 6年度収支予算補正第 2号について 

承認 

3月 25日 
第２回定例 

理事会 

・令和 6年度収支予算補正第 3号について 

・日田市公民館運営事業団職員就業規則の一部改正について 

・日田市公民館運営事業団職員給与規程の一部改正について 

・令和 7年度事業計画について 

・令和 7年度収支予算書について 

・放課後児童クラブ支援員及び補助員の育児・介護 

 休業に関する規則の一部改正について 

・職員の懲戒処分等に関する基準の一部改正について 

・公民館長採用について 

・第 3回臨時評議員会の招集について 

承認 

３月 27日 
第３回臨時 

評議員会 

・日田市公民館運営事業団職員就業規則の一部改正について 

・日田市公民館運営事業団職員給与規程の一部改正について 

・放課後児童クラブ支援員及び補助員の育児・介護 

 休業に関する規則の一部改正について 

・職員の懲戒処分等に関する基準の一部改正について 

・令和 7年 4月 1日の公民館長配置について 

・令和 6年度収支予算補正第 3号について 

・令和 7年度事業計画について 

・令和 7年度収支予算書について 

承認 

 

 （２）人事委員会 

9月 13日 
・2 期目の任期が終了し新規採用を予定している公民館運営委員会長に公民館長

推薦依頼をする。対象公民館( 大鶴・五和・上津江 ) 

 

 

10月１日 

 

 

・４月１日採用公民館 館長の６ヶ月間の勤務態度及び自己評価シート、運営委

員会会長評価から判断し、正式採用（ 光岡公民館 ・ 大山公民館 ） 

・４月１日採用公民館主事の６ケ月間の勤務態度及び公民館長評価シートから 

 判断し、正式採用（ 西有田公民館 ） 



5 

 

12月 19日 

地区推薦をお願いしていた公民館運営委員会会長から地区推薦は無理との連絡 

をもらい公募での館長採用を行うこととなる(対象館：大鶴公民館) 募集期間を 

令和 6年 12月 19日～令和 7年 1月 20日（月） 

1月 17日 

１期目地区推薦と２期目への継続希望館長の面接試験 

  対象館  １期目 五和公民館  上津江公民館長 

       ２期目 三芳公民館  高瀬公民館  三花公民館 

2月 2日 公募館長 1次試験 時間：9時 30分～ 場所：日田市複合文化施設(AOSE)2階会議室 1 

2月 16日 公募館長 2次試験 時間：9時 40分～ 場所：日田市複合文化施設(AOSE)２階会議室2 

 

（３）－①公民館運営委員会連絡会の開催 

会議名 期日 内   容 

第１回連絡会 6月上旬 

・社会教育課からの連絡事項について 

・事業団からの報告事項について 

   令和 5年度 事業報告と決算について 

   令和 6年度 事業計画及び予算について 

・情報交換 

研修会 8月 29日 
・第４６回全国公民館研究集会・第７５回九州地区公民館研究

大会・第７５回大分県公民館研究大会（台風で中止） 

第２回連絡会 

意見交換会 
１月 24日 

・各館の補正予算及び事業進捗状況 

・理事会及び事業団職員等との意見交換会（想夫恋） 

 

（３）－② 放課後児童クラブ地域連絡会の開催 

会議名 期日 内   容 

放課後児童クラブ 

地域連絡会 
 

・これまで各クラブの運営を行ってきた運営委員会に代わるもの 

・地域（学校・公民館・自治会等）との連携を深める為のもの 

 （令和 6年 11月移行各児童クラブで結成される） 

 

（４）－① 事務局（公民館事業部門） 

諸会議 

・館長主事合同会議 (4月 8日) 

市の関係機関から令和 6年度事業説明 事務局から令和 6年度予算等について説明 

・ブロック長・次長会議   毎月２５日開催 

・館長会議          毎月 １日開催 

・主事会議            毎月１０日開催 

5月 各館修繕要望箇所調査 (修繕箇所は別紙) 

6月 27日 

～  

7月 2日 

・社会教育課による各館モニタリング調査 (7館) → 7月 12日付で結果通知あり 

 金庫の設置場所、切手とはがきの保管、ポスター、チラシの掲示・設置期間について 

    → 各館でのポスター、チラシの掲示・設置期間について再確認を依頼 

 地域学校協働活動が令和 5年度事業として取り組めていない館があった。 

    → 仕様書に盛り込まれている事業であるため、R6年度実施を依頼している。 
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11月 5日 

～  

12月 4日 

各館事務検査 

①  会計関係  ② 事業関係   1館約 2時間程度 

２月１２日 

～  

２月１８日 

令和７年度事業ヒヤリング 

➀運営方針・事業計画(案) ②事業の概要(個票)(案) ③運営費収支予算書(案) 

 

（４）－② 事務局（放課後児童クラブ事業部門） 

諸会議 

放課後児童クラブ一元化定例会 

第１回を 4月 16日開催以降 毎月２回開催 

第９回を 8月 28日開催  その他 その都度一括委託運営について協議 

11月１日１０クラブ移行後は、主任会議毎月１回開催 

6月 25日～ 

7月 16日 

放課後児童クラブ移行準備会 

 ・主任の役割等  ・主任会議、支援員会議について 

 ・クラブ運営ルールについて  ・クラブ合同イベントについて 

 ・クラブ入所選考について  ・クラブ利用ガイドの作成について  他 

 7月 3日

～7月 5日 
支援員等の雇用条件説明会 

7月 17日 放課後児童クラブ代表者会議 

8月 19日～ 

8月 22日 
全放課後児童クラブ（19クラブ）運営様子・職場環境 視察 

8月 26日～ 

9月 11日 
継続希望職員の個人面談（支援員 28人・補助員 22人） 

一括運営準備 

移行協議 

・日田市子ども未来課・公民館運営事業団・各児童クラブ運営委員・支援員 

 R７年４月１日移行クラブ（10/8 いつま、10/9 つえ、10/25 わかみや、 

11/12 大山っ子、10/11・12/6 大明） 

 R８年４月１日移行クラブ（10/10 みよし、10/18 光岡、10/21 高瀬、 

10/22 三和） 

10 月 

22・23 日 
・R6.11 月 1 日移行１０クラブ職員対象事務説明会（運営ルール・様式集） 

11 月 1 日 

・辞令交付式 

 （R6.11 移行 10 クラブ後、11 クラブ／ひたっ子クラブを①②に分ける） 

    １１クラブ ５８名（支援員 ２６名 ・ 補助員 ３２名） 

12 月 

16・17 日 

・R ７年４月１日以降クラブ職員向け労働条件等説明会 

    （わかみや・大明・つえ・いつま・大山っ子） 

１月 27 日～ 

2 月４日 
継続希望職員の個人面談（支援員 18人・補助員 14人） 

 

（５）－① 職員研修（公民館事業部門） 

⑴  研修推進委員会開催状況 

5月 27日 令和 5 年度の反省と令和 6 年度研修計画について 

6月 24日 令和 6 年度研修計画について（計画の検討） 
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⑵ 研修実施状況                     

研修名 主催者 会場 期日 館長 主事 

新任職員研修 事業団 AOSE 4月5,8日 2 1 

新任職員研修（現地視察） 事業団 市内各公民館 4月9,12日 2 1 

北部九州ネットワーク研究大会 事業団 
西九州大学佐

賀キャンパス 
4月20日 0 6 

新任社会教育行政職員・新任社会

教育主事研修会 
県教委 県立図書館 5月9日 6 1 

節目研修打合せ 事業団 九州大学 5月10日 0 2 

「生涯を通じた障がい者の学び支

援事業」支援者研修 
県社会教育課 AOSE 5月23日 19 21 

森林環境学習指導者研修会Ⅰ 県教委 九重青少年の家 5月25日 2 2 

県公民館関係職員研修会 県教委 県立図書館 5月28日 12 15 

Bブロック研修 事業団 

九州歴史博物

館、福岡市博

物館 

7月15日 5 5 

防火・防災管理者再講習 防火・防災協会 オンライン研修 6月25日 0 2 

防火・防災管理者講習 防火・防災協会 大分市 6月18.19日 0 1 

節目研修 事業団 AOSE 6月28日 0 13 

市町村人権教育推進指導者研修オ

ープン 
県教委 県教育会館 7月4日 1 1 

救急法講習並びに水上安全法講習 事業団 AOSE 7月11日 19 20 

生涯を通じた障がい者の学び支

援事業研修 
県社会教育課 県立図書館 7月19日 1 1 

社会教育主事講習一部科目指定

講習 
文科省 

九州大学オン
ライン受講 

7月20.26.27

日8月2日 

5日～11日 

0 5 

令和 6年度 人権問題連続講 

座 第 1回 
市社会教育課 夜明公民館 8月2日 3 3 

2024日田市人権講演会 
市人権・部落差
別解消推進課 

パトリア 8月21日 7 1 

救急救命研修 市社会教育課 市役所7階 9月4日 0 2 

放課後児童関係者研修 県教委 県立図書館 9月9日 0 4 

令和 6年度 人権問題連続講座第

2回 
市社会教育課 夜明公民館 9月13日 3 2 

森林環境指導者養成研修会 

第 2回 
県教委 九重青少年の家 9月14日 2 0 
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エリア’Sヒーローwith公民館 

オンライン研修 
全公連 AOSE 9月18日 0 6 

SNS活用学習会 全公連 AOSE 9月26日 0 22 

市町村人権教育推進指導者 

研修 
県教委 

県教育センタ

ー 
10月8日 1 2 

令和 6 年度 人権問題連続講座 

第 3回 
市社会教育課 夜明公民館 10月11日 6 0 

企業・行政人権啓発推進員 

研修会 

市人権・部落差

別解消推進課 
パトリア 10月16日 6 0 

Cブロック館長研修 事業団 
夜明地区史跡

並びに企業 
10月17日 4 0 

大分県公民館テーマ別研修会① 県教委 県立図書館 10月18日 0 3 

森林環境指導者養成研修会③ 県教委 九重青少年の家 10月19日 2 0 

大分県社会教育主事専門研修会 県教委 九重青少年の家 10月25日 0 2 

ヒューライツフォーラム 2024 

県人権・部落

差別解消教育

研究協議会 

くすまちメル

サンホール 
10月25.26日 1 0 

生涯を通じた障がい者の学び支援

事業 ボッチャ体験 
事業団 東有田中体育館 11月3日 10 8 

アオーゼ人権講演会 市社会教育課 AOSE 11月6日 10 13 

森林環境学習指導者研修会④ 県教委 九重青少年の家 11月9日 0 1 

生涯を通じた障がい者の学び支援

事業 料理教室 
事業団 東有田公民館 11月24日 3 13 

県社会人権教育・部落差別解消推

進協議会研修会 
県教委 別府市公会堂 11月26日 0 4 

企業・高校等を活用したチャレン

ジ教室開発事業 
県教委 

杵築市健康福

祉センター 
11月30日 0 1 

館長研修 事業団 福岡盲導犬協会 12月3日 15 0 

福岡市公民館職員研修交流会 事業団 大山公民館 12月6日 2 5 

Dブロック職員視察研修 事業団 

熊本地震震災ミ

ュ ー ジ ア ム

KIOKU他 

12月13日 5 4 

人権と出会う日田のまちづくり講

演会 

ひた人権研究

センター 
パトリア 12月14日 6 3 

Aブロック職員研修 事業団 

熊本地震震災ミ

ュ ー ジ ア ム

KIOKU他 

12月24日 4 4 
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共に学び、生きる共生社会コンフ

ァレンス 
県教委 

由布市庄内公

民館 
1月25日 0 3 

県社会人権教育・部落差別解消推

進協議会研修会 
県教委 別府市公会堂 1月28日 0 2 

大分県公民館テーマ別研修会① 県教委 県立図書館 1月31日 1 2 

主事研修（大牟田市公民館職員と

の交流事業） 
事業団 大牟田市 2月3日 0 20 

学校・家庭・地域協働推進フォ

ーラム 
県教委 県教育センター 2月10日 0 1 

地域の宝を生かした新たなまち

づくり 

市文化財保護

課 
市役所7階 3月9日 2 1 

主事研修(北部九州ネットワーク

日田大会の議題の柱づくり) 
事業団 AOSE ３月12日 0 22 

合  計  (  ５０研修 ) 
162 251 

413 

※人数は事務局職員を含む。 

 

（５）－② 放課後児童クラブ部門 

⑴ 研修実施状況 

研修名 主催者 会場 期日 常勤 非常勤 

令和６年度第１回放課後児童支

援員人材育成研修 

「救急救命講習」 

市子ども未来課 市役所７階 6月 13日   

令和６年度第 2 回放課後児童支

援員人材育成研修 

「困りごとのある子どもの理解

と支援」 

市子ども未来課 市役所７階 9月 6日   

初任者研修会 事業団 
AOSE 多目

的ホール 
11 月 1 日 26 32 

合  計（ 3 研修 ） 
  

 

 

 （６） －① 合同事業関係（地区公民館事業部門） 

公民館合同事業 

実行委員会 

令和７年度開催に向けて合同事業実行委員会を開催 

第１回９月１８日、第２回１０月１５日、第３回１２月１２日 以降順次開催 

令和７年度公民館運営事業団(公民館部門)合同事業 

日時 令和７年 １２月 ６日（土）午前９時００分～ 

内容 ウォーキング大会 

場所 中の島グランドを中心に歩く（コース・内容等の詳細は今後決定） 
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  （６） －② 合同事業関係（放課後児童クラブ事業部門） 

放課後児童クラブ 

合同イベント 

イベントを通じて一括運営クラブの児童や支援員の人的交流を行うことで、連携

が図られ、今後の児童クラブの運営を円滑に進めていく事を目的に開催 

時期：令和６年１２月２５日～２７日（３日間） 場所：SWS西日本アリーナ日田 

１２月２５日（水） 咸宜、KT、有田っ子放課後児童クラブ 

１２月２６日（木） あさひ、ひたっ子①②、まえつえ、とうけい放課後児童クラブ 

１２月２７日（金） けいりん、ひのくま、石井放課後児童クラブ 

内容：①かるた（柔道場） ②ダンシング玉入れ （総勢２４５名・４２チーム） 

イベント運営に地区公民館事業部門職員（館長・主事）が協力 

 

４．利用状況 

① 地区公民館の利用状況（４月から３月まで） 

年度 
公民館事業 貸館利用 合 計 

回数 利用人員 回数 利用人員 回数 利用人員 

4年度 7,322 60,895 2,436 37,093 9,758 97,988 

5年度 11,203 103,014 3,729 87,117 14,932 190,131 

６年度 10,711 102,191 3,713 59,029 14,424 161,220 

増減（５年比） △492 △823 △16 △28,088 △508 △28,911 

 

 ② 放課後児童クラブ利用状況（令和６月１１月から） 

児童クラブ名 人数 児童クラブ名 人数 児童クラブ名 人数 

咸宜放課後児童クラブ 45 KT 放課後児童クラブ 20 けいりん放課後児童クラブ 45 

ひのくま放課後児童クラブ 44 あさひ放課後児童クラブ 18 石井放課後児童クラブ 15 

有田っ子クラブ 42 ひたっ子①放課後児童クラブ 28 ひたっ子②放課後児童クラブ 23 

まえつえ放課後児童クラブ 13 とうけい児童クラブ 13  

合        計 ３０６ 

 

 



令和6年度地区公民館事業の実施状況

世帯数
人口

R6.3.31
高齢化率

R6.3.31
広報 HP 講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数

咸宜っ子体験教室 10 130 成人セミナー 9 156 敬天セミナー 9 250 淡窓町自治会人権講演会 1 31 子育てサロン 11 417 みどりの教室 3 21 学校支援事業 11 40

咸宜放課後子ども教室 13 212 くらしの教室 3 27 初心者のためのスマホ教室 9 63 豆田第１自治会高齢者お楽しみ会 1 19 咸宜っ子体験教室 1 12

すずめの学校 12 186 中央１丁目いちごの会 1 12

成人セミナー 2 30

敬天セミナー 1 24

咸宜っ子体験教室 2 31

2 23 342 2 12 183 3 30 499 3 3 62 1 11 417 1 3 21 11 40

チャレンジスクール 14 226 男の料理教室 7 46 遊学館寿考教室 8 140 町内人権学習会 6 147 家庭教育講演会 1 284 桂林環境学習事業 3 30 地域学校協働活動 9 37

子ども料理教室 3 23 遊学館女性セミナー 8 81 自主学習教室開講式 1 22 チャレンジスクール 3 52

桂林夏休み学びの教室 10 385 スイーツ教室 6 46 遊学館女性セミナー・寿考教室 1 25

夏休み学びの教室 1 40

チャレンジスクール 1 14

桂林サポート隊 1 24

3 27 634 3 21 173 1 8 140 1 6 147 1 1 284 1 3 30 1 9 37

ひのくまSST倶楽部 12 245 成人セミナー 7 121 高齢者セミナー 5 79 町内・団体人権学習会 2 83 子育て応援学級 1 98 第２１回三隈川サミット 2 88 第２１回三隈川サミット 2 88

日隈っ子夏の体験教室 1 44 料理教室 7 73 自主学習教室代表者会議 1 9 地域講師派遣 2 7

ひのくま歴史セミナー 3 45 成人セミナー 1 17

高齢者セミナー 1 16

2 13 289 3 17 239 1 5 79 1 2 83 1 1 98 0 0 0 2 4 95

スクラム教室 13 185 女性セミナー 9 96 寿考教室 8 106 町内人権学習会 4 91 教育講演会 1 165 スクラム教室 2 27 学校支援事業 3 5

若宮放課後子ども教室 12 175 らく楽ウォーキング 9 124 すずめの学校 12 180 スクラム教室 2 26 子育てサロン 9 91 女性セミナー 1 9

そば打ち教室 4 20 スマホお助け教室（LINE） 3 5 若宮放課後子ども教室 1 15

スマホお助け教室（写真） 3 12 女性セミナー 1 20

寿考教室 1 12

2 25 360 3 22 240 4 26 303 1 4 91 2 10 256 0 0 0 1 3 5

コスモスっ子教室 12 196 成人セミナー 8 142 久津媛クラブ 6 139 町内人権学習会 3 56 子育て応援講座 2 14 環境学習 1 15 学校支援事業 2 446

放課後こども教室 8 104 みよし料理教室 10 71 すずめの学校 12 229 成人セミナー 1 16 コスモスっ子教室 1 17

夏休みこども料理教室 3 33 三芳学講座 4 32 三芳小学校教育人権講演会 1 400

こども陸上教室 3 66 三芳健康ウォーキング 4 43 コスモスっ子教室 1 17

スマホ教室 9 67

歴史探訪 1 29

みよしステップ教室（通年） 24 411

4 26 399 7 60 795 2 18 368 1 3 56 1 2 14 1 1 15 1 2 446

高瀬みどりの少年団 16 371 女性セミナー 8 121 シルバー大学 4 48 町内・人権学習会 3 105 子育て支援講座 2 45 高瀬みどりの少年団 4 79 ふるさと探訪 1 30

夏休み学び塾 10 229 男の料理教室 5 27 スマホ駆け込み寺 3 6 高瀬みどりの少年団 1 20 家庭教育講演会 1 230 学校支援事業 3 98

2 26 600 2 13 148 2 7 54 1 3 105 2 3 275 0 0 0 2 4 128

光岡ヒカリっ子塾 11 268 男の厨房 8 90 光岡老人大学 7 264 自主学習教室合同開講式 1 20 子育てサロン 10 142 光岡ヒカリっ子塾 4 95 学校支援事業 8 53

てるおか女性セミナー 10 75 光岡ヒカリっ子塾 2 52 てるおか女性セミナー 1 7

スマホ講座 8 40 てるおか女性セミナー 1 5

光岡老人大学 2 78

1 11 268 3 26 205 1 7 264 0 0 0 1 10 142 0 0 0 1 8 53

あさひチャレンジ俱楽部 14 262 あさひレディースセミナー 6 29 朝日大学 5 91 町内人権学習会 6 106 家庭教育講演会 1 116 あさひチャレンジ倶楽部 1 17 学校支援事業 23 126

あさひトラック＆フィールド 14 70 男の料理塾 6 25 家庭教育講演会 1 116

中高生サポーター 1 3 あさひステップ＆スロージョギング教室 24 138 あさひレディースセミナー 1 5

成人セミナー 3 10 自主学習教室 2 14

0 0 朝日大学 1 28

3 29 335 4 39 202 1 5 91 1 6 106 1 1 116 0 0 0 1 23 126

三花チャレンジ教室（みわみどりの少年団） 18 303 みはな女性セミナー 10 165 暁大学 8 168 町内人権学習 5 112 青少年健全育成大会 1 100 花いっぱい運動 6 198 学校支援事業 18 115

男の料理教室 8 52 認知症予防「健康マージャン教室」 18 84 三花チャレンジ教室（みわみどりの少年団） 1 22 子育て支援 3 65 三花チャレンジ教室（みわみどりの少年団） 7 106

三花を知る講座 5 30 わかるスマホ講座 6 22 みはな女性セミナー 1 13

みはなすずめの学校指導者会議 3 64 暁大学 1 18

1 18 303 3 23 247 4 35 338 1 5 112 2 4 165 1 6 198 1 18 115

ARITAChallengeCLUB 12 120 みんなの料理教室 6 30 生き生きクラブ 6 134 町内人権学習会 11 170 おとな塾 3 87 環境学習会 3 34 学校支援 9 24

ありた水泳教室 5 92 女性セミナー 7 56 ウォーキング教室 5 69 自主学習教室代表者会議・人権研修 1 17 ARITAChallengeCLUB 1 10

パソコン教室 10 53 ARITAChallengeCLUB 2 25

生き生きクラブ 1 14

女性セミナー 1 6

2 17 212 3 23 139 2 11 203 1 11 170 1 3 87 1 3 34 1 9 24

※黄色部分は再掲（事業数、回数、延べ人数の合計にはカウントされません。）

10 西有田 1,192 2,877 33.8 12 11

9 三花 1,887 4,513 29.9 6

8 朝日 760 1,734 41.3 12 301

7 光岡 3,658 8,509 26.8 10

6 高瀬 1,551 3,694 37.0 12 25

5 三芳 2,289 5,248 35.5 12

3 日隈 1,771 3,921 30.6 11

9

36

4 若宮 1,505 3,075 36.4

2 桂林 1,986 4,266 32.0 13 56

1 咸宜 4,317 9,029

No. 公民館
地域状況 広報 1　青少年学習 2　成人学習 3　高齢者学習 4　人権・部落差別解消学習 6　環境学習 7  地域学校協働活動

11 149

64

32.1 6

5　家庭教育学習

47

61



10 西有田

9 三花

8 朝日

7 光岡

6 高瀬

5 三芳

3 日隈

4 若宮

2 桂林

1 咸宜

No. 公民館
講座名 回数 延人数 教室数 開催回数 延人数 講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数 講座数 回数 延人数 回数 男性 女性 合計 回数 総合計

咸宜公民館ふれあいまつり 1 300 ふるさと咸宜学 3 20 防災セミナー 1 20

世代間交流グラウンドゴルフ大会 1 44 地域団体活動支援 2 31

28 885 7,365 1 1 300 2 4 64 3 51 43 986 9,344 242 1,450 2,577 4,027 1,228 13,371

すずめの学校 12 189 桂林サポート隊 13 108 防災事業 1 46

桂林ぶらりと歩こう会 6 107

1 12 189 25 826 6,391 0 0 0 0 0 0 2 19 215 1 1 46 40 933 8,286 423 1,891 3,352 5,243 1,356 13,529

第２４回日隈公民館まつり 1 120

0 0 0 12 323 2,308 1 1 120 0 0 0 0 0 0 0 0 0 23 366 3,311 297 1,101 3,009 4,110 663 7,421

第１５回若宮公民館まつり 1 310 第３回わかみやウォーキング大会 1 49

若宮地区青壮年会連絡会 2 35

0 0 0 16 524 3,455 1 1 310 0 0 0 2 3 84 0 0 0 32 618 5,104 302 1,358 3,079 4,437 920 9,541

第4回三芳公民館祭り 1 400 三芳見守り隊 2 580

三芳っ子サポーター 11 32

まちづくり支援 1 28

0 0 0 21 567 4,922 1 1 400 0 0 0 3 14 640 0 0 0 42 694 8,055 118 1,471 1,861 3,332 812 11,387

三世代ふるさと祭り 1 630 高瀬史編修会 9 27

淡窓ウォークin高瀬 1 75

0 0 0 12 435 3,242 1 1 630 0 0 0 2 10 102 0 0 0 26 502 5,284 122 1,728 1,488 3,216 624 8,500

すずめの学校 24 184

男の居場所 12 70

光岡グラウンドゴルフ大会 1 119

光岡菜の花ウォーキング大会 1 58

0 0 0 22 711 5,297 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 38 431 33 811 6,660 253 809 1,049 1,858 1,064 8,518

あさひふるさとまつり 1 800 地域活動支援事業 6 85 防災学習 1 9

地域活性化事業 1 117

0 0 0 9 380 2,057 1 1 800 2 7 202 1 1 9 24 492 4,044 100 1,122 783 1,905 592 5,949

壮年会等連絡協議会・女性連絡協議会 5 54 防災について学ぶ 3 36

自治公民館活性化事業 1 11 夏の学習室 3 32

石坂石畳道ウォーキング大会 1 257

0 0 0 19 527 3,969 0 0 0 0 0 0 3 7 322 2 6 68 37 649 5,837 223 2,332 1,881 4,213 872 10,050

西有田まつり 1 1,200 西有田ロビー展 2 89

公民館出張教室 1 11

西有田歴史教室 4 50

0 0 0 18 497 3,483 0 0 0 1 1 1,200 0 0 0 3 7 150 33 582 5,702 109 1,676 1,516 3,192 691 8,894

9　自主学習教室 公民館合計11　ふるさとまつり 12　まちづくり事業 13　その他事業 総数 貸館8　その他の学習 10　公民館まつり



世帯数
人口

R6.3.31
高齢化率

R6.3.31
広報 HP 講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数

No. 公民館
地域状況 広報 1　青少年学習 2　成人学習 3　高齢者学習 4　人権・部落差別解消学習 6　環境学習 7  地域学校協働活動5　家庭教育学習

ARITA Challenge CLUB 12 42 男の料理教室 8 71 生きがい大学 5 145 自治会長・人権啓発推進員学習会 1 13 子育てサロン 2 8 ARITA Challenge CLUB 1 4 地域学校協働活動事業 7 20

東有田っ子わくわくクラブ 3 30 女性の料理教室 8 60 めだかの学校 12 146 自治会人権学習会 12 236 家庭教育講演会 1 27 ひがしありた女性セミナー 1 8

ありた水泳教室 5 27 ひがしありた女性セミナー 6 75 世代交流グラウンドゴルフ大会 1 32 自主学習教室人権学習会 1 6 ひがしありた塾 1 10
東有田中学校ジュニアボランティア講座 5 17 パソコン教室（スマホ講座） 11 60 ARITA Challenge CLUB 2 8

大人のムクの樹体験クラブ 4 30 ひがしありた女性セミナー 1 16

生きがい大学 1 39

4 25 116 5 37 296 3 18 323 2 13 249 2 3 35 0 0 0 1 7 20

小野チャレンジ教室 8 74 デジタル講座 3 38 こととい大学 6 93 町内人権学習会 5 98 おのおとな塾 2 16 自然に学ぼう！ 1 7 学校支援 4 33

わくわく教室 10 202 男性セミナー【ボゴス講座】 7 41 ウォーキング教室 8 101 小野チャレンジ教室 1 8 こととい大学 1 11

わくわくプラス 12 229 女性セミナー【美魔女講座】 4 19 わくわく教室 1 26 まちづくり協力隊 1 12

学校支援 2 31 わくわくプラス 1 14

こととい大学 1 17 こととい大学 1 13

女性セミナー【美魔女講座】 1 2

自主学習教室代表者会議 1 10

3 30 505 3 14 98 2 14 194 1 5 98 1 2 16 1 1 7 1 4 33

大明チャレンジ教室 10 74 成人セミナー 3 27 寿大学 3 42 町内人権学習会 6 97 子育て応援講座 4 97 大明チャレンジ教室 2 17 大明児童の水泳教室 5 93

通学合宿 1 6 男性料理教室 7 33 出前寿大学 3 42 自主学習教室代表者会議 1 12 家庭教育講演会 1 80

女性セミナー 5 71 大鶴グラウンドゴルフ交流会 2 44 大明チャレンジ教室 1 9

スマホ・ICT講座 6 29 通学合宿 1 6

女性セミナー 1 15

寿大学 1 20

2 11 80 4 21 160 3 8 128 1 6 97 2 5 177 0 0 0 1 5 93

大明チャレンジ教室 8 39 ふるさとの歴史学習会 13 127 夜明寿大学 3 42 町内人権学習会 2 14 家庭教育講演会 1 80 大明チャレンジ教室 3 16 大明児童の水泳教室 5 35

成人セミナー 4 73 シニア活性講座 7 82 人権問題連続講座 3 60

大明児童の通学合宿 1 6 料理教室 4 32 自主学習教室代表者会議 1 6

パソコン教室 6 30 まちづくりセミナー 1 12

大明チャレンジ教室 1 8

大明児童の通学合宿 1 5

2 9 45 4 27 262 2 10 124 2 5 74 1 1 80 0 0 0 1 5 35

五和チャレンジ教室 11 80 男の料理教室 10 82 幸齢者教室 5 93 町内人権学習会 4 89 家庭教育講演会 1 150 清掃活動ウォーキング 1 26 五和チャレンジ寺子屋 10 422

よるごはん 9 52 地域出前講座 3 29 自主学習教室開講式 1 16 ちびっこサロン 4 24 五和チャレンジ教室 1 8 学校支援事業 10 62

女性セミナー 10 123 まなびのセミナー 2 15 五和チャレンジ寺子屋カレー作り 1 7

まなびのセミナー 5 55 女性セミナー 1 11

主催事業合同研修 1 30 五和チャレンジ教室 1 9

家庭教育講演会 1 150

1 11 80 5 35 342 2 8 122 1 4 89 3 6 181 1 1 26 2 20 484

まえつえジュニア倶楽部 8 48 まえつえセミナー 6 79 幸齢者学級 6 89 前津江町人権学習会 1 43 まえつえ環境学習会 1 50 学校支援事業 4 66

放課後子ども教室 132 1,020 女性セミナー 21 127 めだかの楽公 27 221 自主学習教室開講式人権学習会 1 12 まえつえジュニア倶楽部 1 12

まえつえジュニア倶楽部 1 13

まえつえセミナー 2 44

女性セミナー 1 16

幸齢者学級 2 21

2 140 1,068 2 27 206 2 33 310 1 1 43 0 0 0 1 1 50 1 4 66

津江っ子チャレンジクラブ 8 22 料理教室 7 53 寿学級 4 39 中津江村人権講演会 1 21 せいま先生の体操教室 4 24 津江っ子チャレンジクラブ 1 1 津江小中学防災学習 1 13

せいま先生の体操教室 4 16 スイーツ教室 7 40 津江っ子チャレンジクラブ 1 3 かわ先生と作ろう（工作教室） 3 23 学校支援 2 12

いろいろチャレンジ 10 83 自主学習教室代表者会議 1 10 人形劇 1 15

いろいろチャレンジ 2 27

2 12 38 3 24 176 1 4 39 1 1 21 3 8 62 0 0 0 2 3 25

津江っ子チャレンジクラブ 8 35 料理教室 4 30 たかさご学級 2 63 上津江町人権講演会 1 28 せいま先生の体操教室 4 24 津江っ子チャレンジクラブ 1 10 津江小中学防災学習 1 26

せいま先生の体操教室 4 54 環境・文化講座 7 52 津江っ子チャレンジクラブ 1 4 かわ先生と作ろう（工作教室） 3 18 環境・文化講座 1 5 学校支援 3 18

たかさご学級 1 40 人形劇 1 6

女性セミナー 1 9

2 12 89 2 11 82 1 2 63 1 1 28 3 8 48 2 4 44

大山っ子チャレンジ教室 10 116 みんなの料理教室 7 56 いきいき大学 9 158 大山町人権講演会・男女共同参画セミナー 1 33 家庭教育支援 1 58 大山っ子チャレンジ教室 1 10 学校支援 6 356

中学生ボランティアスタッフ 1 3 女性セミナー 8 85 大山っ子チャレンジ教室 1 10 女性セミナー 1 12

スマホ講座 10 56 女性セミナー 1 9 いきいき大学 1 12

いきいき大学 1 10

学校支援 2 211

高齢者交流支援 3 31

2 11 119 3 25 197 1 9 158 1 1 33 1 1 58 1 6 356

teamあまがせ 8 84 料理教室 7 38 寿学級 16 278 地域人権学習会 3 30 家庭教育講演会 1 57 teamあまがせ 1 12 学校支援事業 8 243

輝（キラキラ）塾 8 53 あまがせ笑楽康 24 246 学校支援事業 2 94

天瀬歴史探訪 3 19 サークル笑顔 22 200 輝（キラキラ）塾 1 5

スマホ講座 9 72 寿学級 2 17

パソコン教室 8 25

1 8 84 5 35 207 3 62 724 1 4 78 1 1 57 1 8 243

27,536 61,229 42.6 199 1,152 43 484 5,966 69 512 4,597 41 320 4,524 23 84 1,742 30 81 2,568 8 19 381 24 157 2,468

0 0 0 0 0 0 0 0 0 77 95 2,254 1 0 0 30 49 706 0 0 0

43 484 5,966 69 512 4,597 41 320 4,524 100 179 3,996 31 81 2,568 38 68 1,087 24 157 2,468

上津江 333 631 55.6

再掲

再掲を含む計

合計

62

20 天瀬 1,864 3,794 54.9 6 21

19 大山 944 2,282 46.5 6

11 1618

17 中津江 305 605 54.7 12

74

16 前津江 357 816 52.1 6 7

15 五和 1,104 2,287 46.9 12

27

14 夜明 336 764 47.4 12 16

13 大鶴 503 1,129 54.9 11

12 小野 283 624 53.4 12 30

11 東有田 591 1,431 49.6 6 76

64



No. 公民館

上津江

再掲

再掲を含む計

合計

20 天瀬

19 大山

18

17 中津江

16 前津江

15 五和

14 夜明

13 大鶴

12 小野

11 東有田

講座名 回数 延人数 教室数 開催回数 延人数 講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数 講座名 回数 延人数 講座数 回数 延人数 回数 男性 女性 合計 回数 総合計

9　自主学習教室 公民館合計11　ふるさとまつり 12　まちづくり事業 13　その他事業 総数 貸館8　その他の学習 10　公民館まつり

ひがしありた塾 4 58 地域団体交流会 1 2 東有田公民館リノベーション事業 1 16

障がい者の生涯学習支援事業 2 22

自主学習教室体験会 2 19

水と免疫力の講演会 1 40

4 9 139 8 219 1,377 0 0 0 0 0 0 1 1 2 1 1 16 31 333 2,573 113 1,361 436 1,797 446 4,370

第41回　小野ふる里ふれあいまつり 1 400 まちづくり協力隊 13 208 防災・防犯教室 6 64

地域団体交流会 1 3 ボランティア講座【ちょぼらぶ】 3 25

0 0 0 9 151 1,278 0 0 0 1 1 400 2 14 211 2 9 89 26 245 2,929 85 695 434 1,129 330 4,058

大鶴公民館まつり 1 250 大鶴ふるさと祭 1 600 大鶴ウォーキング大会 1 50 ぼうさいキャンプ 1 6

静修そば打ち道場 8 70 大肥の郷麦踏み交流フェスタ 1 300

地域団体交流会 1 5

0 0 0 14 309 1,822 1 1 250 1 1 600 3 10 125 2 2 306 34 379 3,838 233 1,645 2,029 3,674 612 7,512

第３７回夜明ふるさと祭り 1 600 まちづくりセミナー 2 64 ぼうさいキャンプ 1 5

地域団体交流会 1 3

地域活動支援 21 201

麦踏み交流フェスタ 1 300

0 0 0 7 199 1,393 0 0 0 1 1 600 4 25 568 1 1 5 25 283 3,186 147 1,698 1,243 2,941 430 6,127

第3回五和ふるさと祭り 1 550 地域活性化事業 1 73

地域団体交流会 1 9

0 0 0 18 553 4,037 0 0 0 1 1 550 2 2 82 0 0 0 36 641 5,993 333 1,451 2,250 3,701 974 9,694

前津江公民館まつり 1 128 前津江町ふるさとまつり 1 400 あいさつ運動 11 340 スポーツ交流会 1 15

地域活性化事業 10 155

0 0 0 13 265 1,585 1 1 128 1 1 400 2 21 495 1 1 15 27 495 4,366 150 917 1,294 2,211 645 6,577

文化振興 3 99 中津江公民館まつり 1 115 中津江ふるさとまつり支援 1 420 中津江PR視察研修 1 12 歩こう走ろう会 2 53

餅つき交流会 1 27

おとな食堂 7 255

1 3 99 11 332 1,505 1 1 115 1 1 420 3 9 294 1 2 53 30 400 2,847 22 269 161 430 422 3,277

みんなのロビー展 3 第20回上津江公民館フェスティバル 1 120 第19回上津江産業文化祭 1 500 上津江スポーツ大会 2 23

まちづくり支援 1 43

1 3 11 189 1,542 1 1 120 1 1 500 2 3 66 0 0 0 27 235 2,582 9 34 32 66 244 2,648

第１８回大山公民館まつり 1 430 高齢者交流支援 6 65 カブトムシとクワガタ展 1 60

大山ウォーキング大会 1 147

地域団体活動支援 4 395

世代間交流講座 1 20

0 0 0 19 389 2,694 1 1 430 0 0 0 4 12 627 1 1 60 34 456 4,732 133 1,020 1,117 2,137 589 6,869

あまがせ公民館まつり 1 400 地域活性化事業 1 21

共催・支援事業 1 300

0 0 0 17 297 1,906 1 1 400 0 0 0 2 2 321 0 0 0 32 418 4,020 295 3,380 2,016 5,396 713 9,416

7 27 427 309 8,578 61,628 11 11 3,203 9 9 5,470 41 163 4,420 20 73 1,299 635 10,518 98,693 3,709 27,408 31,607 59,015 14,227 157,708

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 108 144 2,960 0 0 0 0 0 2,960

7 27 427 309 8,578 61,628 11 11 3,203 9 9 5,470 41 163 4,420 20 73 1,299 743 10,662 101,653 3,709 27,408 31,607 59,015 14,227 160,668
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利用状況 広報活動 主催講座

咸
　
　
　
宜

　咸宜公民館では、「地域に密着し
た公民館、市民に開かれ多くの市民
が利用しやすい公民館」として、現代
的な課題解決に向けての学習機会
を提供し、「人づくり」「地域づくり」に
向けた社会教育活動を実施いたしま
す。

　咸宜公民館は主催事
業以外にも自主学習教
室や貸館での利用が多
く、加えて来館者・電話
対応・料金処理も重なる
ので、丁寧な対応を心
がけたい。

　公民館だより・チラシと
も概ね計画通りの発行
ができた。発行では市報
配付のタイミングが月１
回となり、それに対応す
る為、記事の内容を含
め計画的な発行を心が
けた。

　天候・講師都合等での
事業中止はほとんど無
く、ほぼ計画通りの実施
ができた。通年事業では
講師の固定化が見られ
るため、新たな地域講師
を探したい。既存事業が
多く、事業の入れ替えが
難しいが新たな公民館
利用者を獲得する為、
内容の見直しを進める。

　R6年度は主催事業について、中止が続いていた青少年事
業での２泊３日のサマーキャンプを久々に実施できた。公民
館まつりの継続開催も軌道に乗りつつある。自主学習教室
は講師の高齢化が理由での閉講があり、実施数の減少が
あった。咸宜地区は人口や自治会が多く、それに伴う地域
団体・活動も多彩であるため、主催事業同様にそういった団
体へのサポートにも力を入れたい。今後も地域や人を繋ぐ
場所としての公民館づくりを目指したい。

【職員対応】  ・利用者が多いが、館長と
主事２人で対応しているので、繁忙期は
サポートが必要ではないか。・毎月の日
程を変更する時も親切に対応していただ
き、ありがたく感謝しています。すばらし
い対応です。

【運営方針】  ・若い人達の話し合う場所
が公民館で出来ればと思いますが、日中
は仕事などで集まるのは無理でしょう
ね。・数多くの学習・教室・イベント等があ
り充実している。

【広報活動】  ・公民館の取り組みが公民
館だよりで良く分かる.・公民館だよりは分
かりやすく、写真なども入れて読みやす
いです。・編集お疲れ様です。タイムリー
な情報等、良かったです。

桂
　
　
　
林

　
　桂林公民館は、地区住民の「教養
の向上・健康の増進・情操の純化」を
図り生活文化の振興と社会福祉の増
進に寄与することを目的に運営して
きました。今年も建設時に名づけら
れた「遊学館」という名前の様な施設
となるよう、地区住民の皆さんが、気
軽に公民館へ足を運び、集まった
人々がそこで共に学び合い、そして
交遊を深めあう地域の拠点となるよう
公民館活動を展開します。

　コロナによる制限もなく
なり、すべての主催事業
を計画通り実施すること
ができた。また、4年ぶり
のふれあい祭の開催や
選挙などの貸館で利用
者数が大幅に増加し
た。しかし、自主学習教
室が2教室解散したこと
や、各教室の参加者数
が減少している。広報な
どを通じて自主学習教
室の活性化を図りたい。

　ホームページは主催
事業中心での更新と
なってしまった。もう少し
地域の情報を取り上げ
るべくしたい

　
　計画通りに主催事業を
開催することができた。
高齢者事業や青少年事
業も若干ではあるが参
加者が増加した。女性
セミナーの参加者が
年々減少していたため
開催時間等の見直しを
図ったところ若干ではあ
るが増員が見られた。若
い世代の参画がまだま
だ少ないので、周知を
図っていきたい。

　
　主催事業については計画通りに開催することができた。青
少年事業での宿泊体験や夏休み学びの教室も予定どおり
開催でき概ね好評だった。成人対象では女性セミナーの開
催時間の見直しなどを行った。高齢者対象講座の参加者も
微増したが、対象者数に対しては少ないといえる。活動内容
等を再検討していきたい。自主学習教室に関しては、高齢
化による減少が見られる。ヨガなどの講座は人気が高い傾
向にあり周知方法等を工夫していき更なる活動の活性化へ
繋げていきたい。

　
【職員対応】  利用者アンケート（満足度調
査）において大変良好な結果が示されて
おり、クレーム等も無い様です。引続き利
用者等に対し、親しみを持ち気軽に利用
しやすい職員対応に務めて下さい。
　
【運営方針】  殆どの事業が運営方針に
沿って実施出来たようです. 引き続きふれ
あいと交遊・交流を基本とした、地域コミュ
ニティーの拠点となるべき取り組みに期待
します。

　【広報活動】  公民館だよりやホームペー
ジ等による広報活動は、内容もわかり易く
充実したものとなっていました。また発行
回数も計画通りに発行されており良好で
す。興味を引く地区内での出来事など今
後の掲載も検討下さい

三
　
　
　
芳

　
　地域住民や各種団体との連携・協
調を図りながら「活力ある三芳」創りを
基本とし、①「あかるい三芳」「すこや
か三芳」「すみよい三芳」創り。②社会
教育と学校教育が連携。③日田市教
育行政実施方針が示す「未来を切り
拓き、ふるさとを愛する人づくり」。これ
ら3点を地区の実態を考慮しながら特
色ある社会教育の推進と地区民の有
効利用施設としての運営に取り組み、
また地域に密着し地域住民が積極的
に参画できる公民館運営を行うことで
気軽に利用できる公民館及び地域住
民によるまち作りの拠点となれるよう努
力する。

　新規の事業や自主学
習教室の開設の影響
で、利用人数はある程
度維持することができた
が、高齢化等により、1回
の参加人数は減少傾向
にある。貸館の人数が
大幅に減少したのは、
令和5年度に選挙の投
票場として利用されたこ
とが影響していると思わ
れる。

　広報紙（公民館だより）
は計画通り発行すること
ができた。
ホームページの更新が
あまりできなかった。

　ほぼ、計画通りに事業
を実施し、予算を執行す
ることが出来た。

　全体的に、概ね計画通りの事業を行うことが出来た。 【職員対応】　良い

【運営方針】　良い

【広報活動】  地域の出来事もタイムリー
に載せていて良い

　令和６年度の反省・評価
運営委員会評価

公民
館

運営方針
反　　　省

総合評価



利用状況 広報活動 主催講座

　令和６年度の反省・評価
運営委員会評価

公民
館

運営方針
反　　　省

総合評価

光
　
　
　
岡

　光岡公民館の基本理念である「心
豊かな活力ある人づくり まちづくり」
推進のため、地域の方々との密接な
繋がりを大切にし、地域住民が主体
的に運営に関わることで、生涯学習
社会における地域の教育機関として
の役割と、地域の人々の交流の場、
人づくり・まちづくり活動の拠点として
の役割を果たしていきます。
日田市教育行政方針及び事業団の
目的に沿うよう、幼児期から高齢期ま
で、教育、文化に関する各種事業
と、社会環境の変化に伴う様々な課
題に対し自ら関わりながら、ともに学
び・ともに集い・ともに結び合う環境
づくりを推進し、地域の皆で力を合わ
せることのできる公民館運営に努め
ます。

　公民館利用者の固定
化が顕著に表れており、
公民館の活用方法や魅
力を多くの方に理解して
いただけるように情報発
信を行う必要がある。

　公民館報については、
おおよそ計画通りに実
施できたが、ホームペー
ジの更新が減少したた
め、来年度は更新回数
の増加に努めたい。
また、地域行事にはより
一層取材をして掲載し
たい。

　成人及び高齢者対象
事業では参加者の固定
化、高齢化が進んでい
るため情報発信が大切
になってくる。

　主催事業全般として、アンケートによる受講者の満足度は
高いが、受講者のマンネリ化や減少傾向がみられ、講座内
容や取り組みの改善が必要。
平素より、今日の社会情勢をふまえて公民館利用者や受講
者との会話にアンテナを張り、求められる公民館事業の企画
が急務である。
また、学校のコミュニティスクール導入や公民館事業の多様
化により、地域人材による活動支援が重要であり、光岡っ子
お助け隊（人材バンク事業）などの登録数拡大が急務であ
り、主催事業受講者はもちろん、地域の人材発掘・育成に重
点を置いた取り組みを行いたい。

【職員対応】　公民館利用者や地域住民
に寄り添い、快適に公民館を利用してい
ただけるようサービスの向上に努めた。

【運営方針】  地域住民が中心となり公民
館活動を展開できた。人材を上手く活用
し計画通りに事業を実施できた。

【広報活動】  公民館だよりやホームペー
ジのブログを通して公民館活動の発信や
事業の告知に努めた。地域行事など地
域の情報については掲載が少なかった。

三
　
　
　
花

  三花地区は高齢者対策としての
「すずめの学校」事業をはじめ各種
の活動を通じ、住民相互の支え合い
や生きがいづくり・人づくりに積極的
に取り組んでいる。そこで、移転５年
目となる現公民館を拠点として、自治
公民館や各種団体と連携し、住民の
理解を得て、公民館役割や機能を最
大限に発揮して、三花地区が「夢を
持ち人と地域が元気なまち」となるよ
うに努めてまいります。

  昨年度は「みはなふる
さとまつり」が盛大に開
催され、多くの方々にご
参加いただいた。また、
主催事業は計画通りに
遂行され、円滑な運営
が実現した。一方で、自
主学習教室の教室数は
減少傾向にあるものの、
新規受講生の申し込み
がある講座も見られ、全
体の利用数は増加して
いる。今後も、より多くの
方に学びの場を提供で
きるよう、工夫を重ねて
いく必要がある。

　公民館報を発行し、見
やすいデザインと魅力あ
る活動掲載を実現。さら
に、ホームページを活用
した広報活動を展開し、
地域住民とのつながりを
強化した。
また、大分県公民館連
合会表彰において、公
立公民館の部で優秀賞
を受賞した。今後も、地
域との連携を深めなが
ら、より充実した情報発
信を目指していく。

　インフルエンザ流行の
影響で子ども園との家
庭教育講演会は実施で
きなかったが、それ以外
の事業は計画通り遂行
した。
また、学校協働事業で
は館長による防災学習
を実施し、子どもたちが
作成した防災マップを公
民館へ掲示するなど、
防災意識の向上につな
がった。

　昨年度は、ほぼすべての活動を計画通り開催することがで
き、地域の活性化に貢献した。しかし、コロナ禍を経た影響
で、住民同士のつながりが希薄になった側面も見られる。そ
のため、公民館が地域の交流拠点としての役割を十分に果
たせるよう、今後も活動を継続していくことが重要である。住
民が気軽に集まり、交流を深める場を提供することで、地域
のつながりを再構築し、さらなる発展を目指していきたい。

【職員対応】  住民が気軽に利用できる
雰囲気づくりに努めている。

【運営方針】  実施方針に基づき、目標・
目的を達成するために各種事業が取組
んでいる。
今後も、事業を見直し・改善を行いなが
ら、目標を達成できるよう取り組むことを
希望する。

【広報活動】  公民館だよりやチラシは見
やすい紙面になったように思える。今後
も分かりやすい広報で、情報発信に努め
てほしい。

日
　
　
　
隈

　日隈校区の人々に対して教育・文
化・健康に関する各種事業を提供す
るとともに、地域コミュニティの核とし
て、「地域はひとつ・みんなでつくる
日隈校区」をめざし、防災対策・人権
意識の向上等の事業を推進する。

　令和６年度は主催事
業の実施数は減った
が、参加人数としては増
加している。地域の方の
ニーズに応えた事業を
行っていきたい。選挙が
なかったので貸館等の
人数は減っているが、今
後も使いやすい公民館
として周知していきた
い。

　令和６年度からＡ３用
紙で発行していた公民
館だよりをＡ４サイズに
変更し、回数も７回発行
していたものを１１回発
行することとした。紙面
は出来るだけ新しい内
容で、読みやすくなるよ
うに心がけた。ホーム
ページをもう少し活用
し、地域の話題などを取
り上げていきたい。

　令和６年度にスマホ講
座を廃止した。その代わ
りに公民館ではいつでも
スマホなどの困りごとに
対応する旨を公民館だ
よりにおいて周知した。
地域の方からは熱心に
質問してくる方が増え
た。もう少し広い範囲や
多くの方に周知する必
要があり、工夫が必要で
ある。

　日隈地区の様々な団体と良好な関係を築いていくために
も、普段より会話を大切にしながら公民館活動を行ってい
る。
学校や地域のイベントが活発となってきていることから、より
多くの方が参加していくためにも広報活動に力を入れる必
要がある。今後も利用者のニーズを聞き、幅広い世代の方
が来館しやすい公民館を目指していきたい。

【職員対応】
　今後も適切な対応をお願いしたい

【運営方針】
　事業等を積極的に行い有難く思う
今後も協力したい

【広報活動】
　広報は地域の情報も掲載し充実した内
容を目指してほしい
　



利用状況 広報活動 主催講座

　令和６年度の反省・評価
運営委員会評価

公民
館

運営方針
反　　　省

総合評価

若
　
　
　
宮

　
　日田市教育基本理念『未来を切り
拓き、ふるさとを愛するひとづくり』を
運営基本方針の柱とし、日田市教育
行政実施方針で示す「市民の豊かな
学びを支える社会教育の充実」を図
るため、より「地域に密着し地区民の
利用しやすい公民館」づくりに努め、
気軽に立ち寄り利用できる公民館運
営を目指す。
　公民館活動の基本である「つどう」・
「まなぶ」・「むすぶ」を念頭に事業を
推進し、地域の拠点として特色ある
公民館活動を展開していく。

　
　主催事業、自主学習
教室、貸館ともに、前年
と同程度の水準であっ
た。地域住民の減少・高
齢化により、利用者数の
減少が心配であるが、
継続して利用してもらえ
るよう努めていきたい。
貸館利用者数は、選挙
の実施回数（R5年度：3
回、R6年度：1回）により
減少となった。

　
　主催事業の公開講座
の参加人数が少なかっ
たので、公民館だよりや
放送での募集に力を入
れたい。公民館だよりに
地域の情報を増やして
いきたい。ホームページ
は、R4年度から更新を
増やしている。特に「スク
ラム教室」では、開催中
にリアルタイムに更新す
ることで保護者の方も様
子を確認することがで
き、多くの閲覧があっ
た。

　
　事業の実施について
は、計画通り進めること
ができたが、講師の都合
により「防災セミナー」の
開催が中止となったこと
が残念であった。

　
　公民館事業も貸館も、R5年度からはコロナの影響がなくな
り、R6年度も引き続きコロナの影響なく運営することができ
た。この事により、コロナの影響はなくなったと判断できる。
今後は、地区住民の高齢化により利用者の減少が心配され
るので、多くの人に利用してもらえるような公民館運営に努
めるようにしていきたい。

　
【職員対応】
　多忙な中で、利用者への対応はよくで
きていると思う。

【運営方針】
 コロナ禍5年目、ほぼコロナ前の活動に
戻り、地区の実情に応じた運営ができて
いる。

【広報活動】
 その時々に応じた公民館だよりの発行
ができている。ホームページの更新は、よ
く頑張っていただいている。

高
　
　
　
瀬

　
　新型コロナウイルス感染症に対応
し、日常的に地域住民が「つどう・ま
なぶ・むすぶ」拠点施設としての公民
館活動のあり方を、模索し、地域住
民が知恵を出し合って一人ひとりが
できることを少しずつ行うことにより、
みんなが繋がる「心豊かで活力ある
まち高瀬」をめざしていきます。

公民館利用についての
コロナウイルス感染予防
対策が緩和されたため、
利用者数が増えた。

　各事業を中心に、公民
館だよりを月1回のペー
スで発行することを目標
に取り組み、A3サイズ3
回の発行を実現できた
ため、今年度の目的は
達成できた。班回覧で
は、活動の様子が伝わり
やすいようカラー印刷を
心がけ、地域住民への
情報提供と関心の向上
に努めた。

　当初予定していたプロ
グラミング教室は募集を
行ったが応募者がなく、
今後は内容や対象の見
直しが必要と考えてい
る。一方、その他の主催
事業はいずれも好評
で、参加者の満足度も
高く、地域の交流促進
に寄与した。

　コロナ以前の状態に戻り、すべての事業を予定通り開催す
ることができた。対面での交流や参加者同士のつながりも回
復し、地域活動の活性化につながった。

【職員対応】
　利用しやすい公民館運営がなされてお
り、地域住民にとって身近で親しみやすい
施設となっている。

【運営方針】
　地域活性化スローガンが地域の実態に
しっかりと定着しているため、今後もそのス
ローガンに基づいた事業展開を継続して
いくことが望まれる。

【広報活動】地域の情報を丁寧に発信して
きた。今後もこれまで通り継続してほしいも
のである。

朝
　
　
　
日

　
　大きく変化する社会情勢の中で地
区の住民が求めていることが何かを
把握し、地域の方が求めている社会
教育事業を展開する。中心に子ども
をおき、地域がつながりをもって「人
が育ち・人がつながり」明るく元気な
地区を作るために公民館事業を企
画・展開する。

　ふるさとまつりやあさひ
ウォーキング大会などの
イベントが実施できたお
かげで、主催事業参加
者がほぼ倍増した。ただ
し、通年型事業につい
ては、参加者が戻って
いない印象で、内容や
案内周知等の工夫が必
要

　班回覧と全戸配布を
すべてカラー印刷にし、
視覚的に手に取りやす
いようにした。紙面が限
られることから、ホーム
ページのブログをほぼ
毎日更新するようにし、
事業報告だけでなく、公
民館の日常や、地域の
出来事などを掲載した。
ブログに力を入れ過ぎ、
公民館だよりの内容が
おろそかになっていた
部分がある。しかしなが
ら、まだ公民館だよりの
購読者が多く、今後も情
報発信基地として、ブロ
グと公民館だよりを併用
しながら、各種お知らせ
や地域行事等を広報し
ていきたい。

　コロナウィルスの影響
が少なからずあり、比較
的参加者が減少傾向に
はあったが、ほぼ計画通
りの事業を実施すること
ができた。特に、ふるさと
まつりやあさひウォーキ
ング大会が実施でき、地
域を巻き込みながら、地
域の活性化につながる
事業を展開することがで
きた。今後もそれを維持
しつつ、通年型事業の
参加者数を増やすため
の工夫が必要である。

　
　コロナウィルスによる制限が緩和され、以前のような活動が
できるようになり、ほぼ計画通り実施することができた。特に、
ふるさとまつりやあさひウォーキング大会については、地域
団体とも連携ができ、多くの人に参加していただいた。少し
ずつ、大型のイベントができるようになり、次年度以降も続け
ていきたい。ただし高齢者学習など、通年事業はなかなか人
が集まらず、出足の鈍さを感じた。
　地域や小学校との連携事業については、協議もでき、実
施することができた。各町での支援事業については、事前協
議もでき、一定の成果をあげることができた。学校支援事業
については、館長がコーディネーターの役割を担ったこと
で、十分な支援体制ができ、実施することができた。
  今後も、地域や学校等と密に連携をしながら、活力ある朝
日に戻していきたい。「地域の寄り合い所」として、講座の開
催のない時にでも立ち寄ってくれる公民館を目指し、継続し
て気軽に公民館を訪れる方を増やしていきたい。
  ちょっと寄ってみたくなる開かれた公民館となるよう、より一
層の努力を心がける。

【職位対応】
　良く出来ている。

【運営方針】
　誠意をもって取り組んでいることがみう
けられる。

【広報活動】
　写真が多く、レイアウト等を工夫してお
り、見やすい。ホームページの更新頻度
も上って良い。
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館
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西
　
有
　
田

　公民館は、地域住民のために、実際
生活に即する教育、学術及び文化に関
する各種の事業に取り組み、住民の教
養の向上、健康の増進、情操の純化を
図り、生活文化の振興、社会福祉の増
進に寄与することを目的として運営を行
う近年、少子高齢化、地域コミュニティ
の希薄化、防災等の安全に対する意識
の高まりなど、社会変化が著しい中、地
域で公民館が果たすべき役割が重要と
なっている。当公民館は 、地域住民に
親しまれる施設として、皆様に気軽に利
用され、つどいの場、地域相互の学び
合いの場、そしてまちづくりの拠点とし
ての役割を果たすよう努める。

　貸館での利用者は減
少傾向であるが、主催
事業の利用者は増加し
ている。今後もより公民
館を利用してもらえるよう
努めていく。

　広報誌では地域情報
や公民館活動について
発信できたが、HPの更
新回数が大幅に減って
しまった。

　各講座の受講者の高
齢化が進んでおり、移動
方法、時間帯など具体
的な課題がある。様々な
ニーズに応えるため事
業内容をアップデートし
新規利用者や若年層が
参加したくなるような講
座づくりをしていきたい。

　講座受講者には生涯学習の大切さや、健康増進などを実
感していただける事業展開ができているのではないかと思
う。公民館が地域の中核となり地域活性やまちづくりに寄与
できるよう公民館は何をすべきか具現化することが今後の課
題である。

【職員対応】
　地域に愛される公民館を目指し、
誰もが気軽に寄れるようなあいさつ・心掛
けをしている。

【運営方針】
　公民館運営においては、常任・運営委
員会の意見を尊重し、実績との照し合せ
等を行いつつ臨機応変に対応している。

【広報活動】
　公民館の事業報告、講座の募集、地域
情報を織り交ぜて発信を行っている。

東
　
有
　
田

　＊基本理念…　「思いやりの　美し
い心を育む人づくり　地域づくり」
＊運営方針…　日田市教育行政実
施方針に重点施策に加え、著しい社
会環境の変化に伴う課題や自然災
害に対して地域住民が安全で安心し
て暮らせるための学習活動に取り組
みます。また地域の活性化を目指し
た地域づくりにも積極的に取り組み
ます。

　令和６年度はありた陸
上教室（西有田公民館
合同事業）が参加児童
の減少により休止したた
め、主催事業回数が大
幅に減り、ふるさとまつり
の実施年ではないた
め、延べ利用者数の減
少となった。

　公民館だよりは計画に
沿って発行することがで
きた。
ホームページの更新は
目標には届かなかった。
月により更新回数にムラ
があり、毎月コンスタント
な更新を心がけたい。

　各事業を概ね実施でき
たが、青少年学習事業で
の参加者確保に苦戦し
た。ムクの樹体験クラブの
参加児童減少に伴い西有
田公民館と合同でARITA
Challenge CLUBを実施し
たが、東有田地区の児童
の参加は増えなかった。
低学年を対象とした東有
田っ子わくわくクラブでは
ある程度の参加者が見込
めたため次年度以降の参
加者増に期待したい。そ
の他の事業については受
講者の固定化が長く課題
であるが、解消には至って
いない。

　上記各項目でも記述の通り、令和６年度は概ね通常通り事業を
実施することができた。青少年学習事業では東有田地区在住の
児童減少はあるものの、事業の参加児童増につながらなかっ
た。低学年対象事業とありた水泳教室については一定の参加者
が見込めた。成人学習事業においては受講者の固定化が課題
になっている。現状の実施日では参加出来ない層を見込んだ手
法をとるなど工夫をする。高齢者学習事業は老人クラブ連合会
や集落支援員の協力もあり、総じて参加者が多い。
ひがしありた塾では地域の資源を活かした事業展開ができてお
り、今後地域活性化に活かせるような展開を考えたい。減少する
自主学習教室について、令和６年度では体験会を経て２教室の
新規立ち上げができた。令和６年度も体験会を開催して２教室程
度の新規教室を立ち上げたい。受講者、参加者の減少や固定
化は周知方法にも課題があると思われるので改善をする。基本
的にすべての事業の見直し・改善・工夫をする必要がある。

【職員対応】
  利用者に対し思いやり、気配りができて
おり、公民館利用者の対応も良好で好感
度を感じる。

【運営方針】
  幅広い世代間交流が重要であり、しっ
かり取り組みができている。

【広報活動】
　各行事に対する情報発信が伝わって
いる。

小
　
　
　
野

　生涯学習の充実と地域及び各種
団体との連携を図り、地域住民相互
のふれあいを深めながら健康で明る
い生活の実現と豊かなまちづくりを
目ざします

　令和６年度は10月に
衆議院選挙が行われ
た。令和5年度には3度
の選挙が行われたた
め、利用者人数の減少
にも影響はあったと思う
が、スケジュール調整が
出来ずに主催事業の開
催回数も前年度より数
回少なかった点は反省
している。自主学習教室
については令和６年度
に新規２教室が増えて
おり、利用回数と参加者
数ともに増加した。

　令和5年度に比べる
と、来館者用チラシの作
成もホームページの更
新回数も減少してしまっ
た。HPの更新について
は、館報のスムーズな作
製にも繋がるため日を決
めて取り組めるように気
を付けたい。

　当初予定開催数を達
成できなかった事業が
あり、反省している。館
報告知にプラスして声掛
けを行うことで来館者が
増えるので、確実に声
掛けを行っていきたい。
また、来館者増に繋がる
ロビー展の開催も1度し
か出来なかったため、次
年度には開催できると良
い。

　令和６年度は、令和５年度に比べて主催事業の開催回数と利
用者数が減少しているところについて反省している。スケジュー
ル管理の甘さから、開催予定回数に達していない事業もあった
ので良くなかった。自主学習教室の新規開講が２教室あり、回数
は２５回程度、参加者数も１５０人程度増加している。また、貸館
については７００名程度の大幅な減少があるが、これは令和５年
度の特異事項として選挙が３回、災害ボランティアセンターの開
設、被災による小野小学校３日間の開校があったためである。小
野小学校育友会、戸山中学校育友会との連携で人権講演会や
防災講座などを共催で行うことが出来ており、このまま連携を深
めていくとよいと思われる。女性セミナーの講座の呼びかけを各
育友会は母親部に行ってみることも出来るのではないか。小野
小学校については「小規模特認校」についての申請を本年度も
行うのかどうか、地域を巻き込んで話し合いを進めていく必要が
あると思われる。　また並行して学童保育の設置について、当事
者である保護者を巻き込んで話し合いを進めて行くことが必要で
ある。今後も小野公民館の主催事業のなかで様々な意見交換の
場づくりに努めていきたい。また週一通いの場が4町内すべてに
出来たため、参加者数の減少に繋がらないように開催日程の設
定に気を付けながら事業を行った。元気な方が増えることは遠か
らず公民館の事業参加者増にも繋がってくるので、今後も連携
できる所を探しながら、進めていきたい。

　
【職員対応】
  何時も明るい応対で皆んなに親しま
れ、都度来館を促す用意が出来ている。

【運営方針】
  公民館の活動理念に基づき新しいアイ
デア、積極的な行動力で明るく豊かなま
ちづくりを目指している。

【広報活動】
  地域の行事、情報が大きな文字で、写
真、イラストが入り、各地区に足を運んで
情報収集に努めている事が良くわかる。



利用状況 広報活動 主催講座

　令和６年度の反省・評価
運営委員会評価

公民
館

運営方針
反　　　省

総合評価

大
　
　
　
鶴

　日田市大鶴公民館は、地域に密着
し住民に開かれ、多くの住民が利用
しやすい公民館を目指して、各種事
業の充実を推進し住民の教養の向
上、健康の増進、情操の純化を図
り、生活文化の振興、社会福祉の増
進に努める。
　公民館は地域住民にとって最も身
近な学習施設であるだけではなく、
地域課題解決の場とともに地域の絆
を強め、人づくり・地域づくりの拠点と
しての役割を果たしていく。

　
　令和6年度はほぼ全て
の主催事業を実施する
ことができたので、事業
回数、参加者数は前年
度より伸びた。しかし、自
主学習教室が３つ無く
なったこともあり、回数、
人数とも減っている。今
後は自主学習教室の新
規教室の開講や既存の
教室についても参加者
が増えるよう広報活動等
に力を入れていく必要
がある。

　
　カラー印刷なので写真
を多く取り入れて、でき
るだけ活動の雰囲気が
分かるように工夫して広
報を作成している。もう
少し地域の話題などを
入れて、興味を持っても
らえるようにしていく。
ホームページについて
も、主催事業の報告が
多いので、今後は地域
の話題を取り入れていく
ように努力する。

　
　ほぼ予定通りに事業を
実施することができた。
ただ、参加者が各事業と
もに減少傾向にあるの
で、今後は事業の内
容、開催時期、広報等
を工夫しながら実施して
いく必要がある。

　
　各事業ともに地域の諸団体をはじめ、多くの方々の協力も
あり、順調に進めていくことができた。しかし、全体的に少子
高齢化、人口減少の影響もあり、公民館利用者の数が減っ
ている状況にある。今後は普段公民館を利用していない層
も含めて、参加を促すように呼びかけ、また、既存の事業の
見直し、ニーズを掘り起こし、さらに魅力ある事業を展開する
必要がある。

【職員対応】公民館の利用者だけではな
く、振興センターの利用者にも対応して
いる。
　

【運営方針】地域住民が公民館を地域の
拠点として、学習したり、地域課題の解決
の場として今後も役割を果たしてほしい。

【広報活動】広報は地域住民も楽しみに
しているので、今後も読みやすく、地域の
話題などを盛り込んだ内容でお願いした
い。

夜
　
　
　
明

　日田市教育行政基本方針に基づ
き、子どもから高齢者までの多様な
学習要求に対応した魅力ある学習
機会の提供と、地区住民の学習意欲
を促進します。また、夜明は小規模
ですが、ふるさとを愛する心と元気に
満ちた地区です。そういった夜明の
活力を活かし、家庭・学校・地域が一
体となって、今以上に誇れる「ふるさ
と夜明」を住民自らの手で作り上げら
れる様な取り組みを、地域の社会教
育関係団体等と連携・協力し推進し
ます。

 
　令和５年度から令和６
年度対比で利用者数が
減少しているが、その多
くは貸館利用によるもの
である。令和５年度は日
田彦山線ＢＲＴの開業に
よるイベント等が数多く
開催され、また投票所利
用も多かったためである
と考える。

　
　公民館だより等の紙媒
体は計画以上に発行で
きたが、ホームページの
更新については改めて
反省している。夜明の出
来事を積極的に載せ、
より多くの人に届く情報
を心がけたい。

　
　新たに立ち上げた事
業を含め、ほぼ予定ど
おりの事業を開催するこ
とが出来た。固定化して
いる事業が多いので、
事業内容の工夫と時代
のニーズに合った更なる
新規事業にも積極的に
取り組む必要がある。
　主催事業と同様に地
域団体との連携には更
に力を入れ、住民により
多くの学習機会や情報
を提供することを心がけ
た。

　
　夜明地区は中山間地域であり高齢化率も高く、また公共
交通アクセスも限定的であるため不便な地区もあり利用者が
限定的になりつつある。スクールバスの利用を積極的に取り
入れ、広く利用できる施策を中長期的な検討を心がけなが
ら事業を行っている。
　児童から高齢者まで事業展開をしているが、利用していな
い人、世代へのアプローチが重要である。今後も地区住民
の方のニーズを把握し、積極的に参加したい事業展開に心
掛ける。

　
【職員対応】敷地内外の整備や花植、草
刈等　地域住民と連携し、美化に努力して
いる。
また公民館利用者の応対や、困り事等に
も丁寧に対応している。

【運営方針】事業内容も充実を目指して
おり、状況をみながら実行することができ
た。
次年度も、地域の活性化にむけての活
動を期待する。

【広報活動】・毎月1日に広報を発行し、
地域の情報の共有化の一助になってい
る。
・公式ホームページの更新をタイムリーに
実施することが必要。
・更に地域の情報源として紙面の充実を
お願いしたい。

五
　
　
　
和

　五和地区住民の生活に即した教育
や学術・文化に関する事業を開催、
または促進し、社会福祉の増進に寄
与する。
青少年の健全育成、成人高齢者の
生涯学習、人権啓発・家庭教育の充
実を図り、五和地区全体の地域活性
化に向け、各種事業を推進してい
く。

 
　新規に主催事業を増
やしたこともあり、回数、
人数ともに増加した。ま
た五和ふるさと祭りも開
催されたことも増加の要
因であると思われる。貸
館は新たに借りられる団
体も増え回数は増加し
たものの、令和5年度に
選挙が3回あったことも
あり、延べ人数は減少し
た。

 
 五和だよりは毎月発行
することができ、主催事
業の他にも地域情報等
を掲載することができ
た。ホームページの更新
は回数が増加したもの
の、事業開催後すぐに
更新できないことがあっ
た。

 
　以前行っていた青少年
事業のチャレンジ寺子屋
の形態を変更したことで、
参加人数が増加した。ま
た、学校支援事業として、
芋苗植えから収穫、またエ
プロン作成支援、調理実
習支援など小中学校との
連携も取れている。しかし
どの成人事業の参加者も
減少傾向にある。また公
民館まで来れない方々の
ために、出前講座などを
開催しているが、決まった
町内しかできていないた
め、これからも各町内と協
議し、必要な支援を行っ
ていきたい。

　
　五和チャレンジ教室を通年化することで、青少年に対する
体験事業を開催することができ、成長を見守ることができた。
またチャレンジ寺子屋も形態を変えたことで、たくさんの児童
が参加し、保護者の方にもたいへん好評だった。公民館に
足を運んでもらうことで次年度以降の青少年事業への参加
に繋がる取り組みだったと思う。また放課後児童クラブとも連
携を図り、良い事業になった。また、約6年ぶりにふるさと祭り
が開催されたことも五和地区にとって大きな成果となった。そ
の他にも、石井小学校や三隈中学校との連携を図り、エプロ
ン作成支援、さつま芋植え、調理実習支援など地域と学校
が協働する仕組化ができたことは大きな成果となったと思う。
　しかし、成人事業と高齢者事業の目的があいまいな事業も
あり、次年度は合同で取り組む事業に変更した。また、町内
人権学習会や地域出前講座など、目標を達成できていない
事業もあるため、今後も地域の声を聞きながらニーズに応え
られるよう取り組んでいきたい。

【職員対応】問題なく運営できている。今
後も明るい対応、環境整備をこころがけ、
足を運びたくなる公民館づくりを行うこと。
また引き続き利用者に対し、気軽に利用
しやすい職員対応に務めて下さい。

【運営方針】約6年ぶりとなるふるさと祭り
も実施され、地域の活性化が行われてい
る。引き続き地域コミュニティーの拠点に
相応しい取り組みを期待します。

【広報活動】地域の情報も交えながら、広
報の発行やHPの更新を行ってもらいた
い。



利用状況 広報活動 主催講座

　令和６年度の反省・評価
運営委員会評価

公民
館

運営方針
反　　　省

総合評価

前
　
津
　
江

　幼児から高齢者まで地域に根差し
た生涯学習の拠点として.教育・学
術・文化に関する各種事業を提供す
ると共に、住民自らが地域の課題を
考え解決するための学習の拠点とし
ます。

　年間利用者数は増加
しているが、主催事業の
人数について（共催事
業：みちくさとラボの参加
者数を除いた人数）は
減少している。事業未実
施が多かったことが原因
と思われる。

　町内放送で地域住民
に告知（あいさつ運動や
ウォーキング大会）

　概ね当初計画に沿っ
た事業が行えたが、未
実施事業もあったため
事業費の使途にも影響
があった。

　主催事業の受講者数については、令和６年度に共催事業
扱いで放課後子ども教室（活動主体は自主グループのみち
くさとラボ）を実施したため、共催事業の参加者数が大幅増
加をしている分、共催事業以外の主催事業については受講
者数がかなり減っている。地域事情に合わせた事業展開が
必要である。
女性セミナーや幸齢者学級、めだかの楽公など、アウトリー
チ型の事業ができているし、当該事業には受講者も多いの
でこれからも地域に寄り添った事業を行っていきたい。

【職員対応】
主事の長期病欠のため、利用者が不便
を感じた

【運営方針】

【広報活動】

中
　
津
　
江

　新型コロナウイルス感染症の位置付
けが『5類』に移行され、世の中の行動
制限がほぼなくなりました。公民館に
おいても、活動制限なく事業運営は
計画通り実施することができるように
なってきました。中津江村では高齢
化・人口減少は、今後ますます進んで
いきますが、そのような中で重要な地
域課題である、住民一人ひとりが生き
がいを持って「質」の高い生活が送れ
るよう取り組んでいくことが公民館の重
要な役割であります。〇地域の課題
解決に向けた事業の実施に取り組み
ます
１ 住民一人ひとりが日々健やかな生
活が送れるよう、健康寿命を延ばせる
ような事業に取り組みます。２ さまざま
な視点での教室や研修を開催し、住
民の「質」の向上を支援します。３ 地
域の歴史や伝統・文化について学習
し、後世に伝えていけるような事業に
取り組みます。４ コミュニティスクール
（ＣＳ）の活動をサポートしていきます。

　主催（共催）事業では
昨年度よりわずかに利
用者が増えたが、自主
学習教室と貸館は大きく
目減りしてる。広報で紹
介するなど、貸館につい
ての周知や、自主学習
教室の活動支援を増や
していくことが課題。

　地域でのおおきなト
ピックは他地域団体の
広報と重複しても、PRと
して必ず掲載した。ま
た、事業が終わるごとに
報告として実施時の様
子を掲載し、公民館活
動の周知に努めた。
ホームページの更新回
数を増やしていくことが
課題。

　
　特に課題に感じるのは
高齢者学習である。70
代まではほとんどが働き
に出ている現状、80・90
代が高齢者学習の対象
となり、公民館までの出
足も芳しくない。他団体
と連携し出張講座などの
回数を増やしながら、デ
マンドタクシーなどを活
用しつつ啓発していく。

　地域の諸問題（少子高齢化・人口減少）はあるが、地域住
民は状況に悲観的にはなっておらず、「この場所で豊かに
暮らしていくこと」を実感できるような地域活動が根付いてい
る。
その中にあって公民館の事業が、どのような役割、機能を地
域の中で果たしていけるかを考え、地域団体と協働してさら
なる活性化や支援を継続していけるような環境を整えていく
ことが重要である。

【職員対応】
住民への声掛けは公民館運営において
重要だと考えます。館内整備も出来てい
るので、今後も現状を維持しつつ継続的
な利用者対応の質を期待します

【運営方針】
ゆるやかに人口減少はありますが、その
なかで公民館がどのように役立っていく
か、基本と本質を捉えた事業展開に期待
します

【広報活動】
「振興局だより」や「むらづくり役場だより」
との兼ね合いを意識しながら、事業報告
の掲載も出来ていました。また、村内放
送の利用も効果的だと思います。今後も
充実した紙面を期待します

上
　
津
　
江

　日田市教育行政実施方針を基に、
地域の声を聴き、地域に親しまれる
公民館を目指し、各種団体と連携を
図り、地域の生活に根差した事業・
住民の学習意欲を高める事業・街づ
くり支援事業を核として幅広い年齢
層の方々を対象とした各種事業を開
催します。
上津江公民館は地域の皆さんの声
に耳を傾け、地域の声を掘り起こし、
それを反映させた事業を進め、地域
の活性化に寄与します。

　地域の人口減少と高
齢化が進む中で、自主
学習教室の維持等が難
しくなっている。冬期の
寒波が例年よりも厳し
かったこともあり、教室の
休止や延期等も多くな
り、利用者数が減少し
た。

　公民館だよりは、計画
通り発行することができ
た。チラシも事業の状況
に応じて発行することが
できた。ホームページは
更新回数を減らしたが、
ネットの活用において住
民に効果的に届けること
のできる広報活動を模
索していきたい。

　冬期の寒波による影響
で延期や中止となった
事業もあり、やや数を減
らしたが、概ね予定どお
りの事業を行うことがで
きた。利用者や参加者
の意見を聞きながら実
施することができた。他
団体と連携、協力しなが
ら実施する事業が増え
てきているので、調整し
ながらより良い主催事業
を行っていきたい。

　各事業とも、運営委員会の方々や連携団体と協力して実
施することができたのは、よい関係が築かれていた結果であ
るといえよう。
また、各自治会の総会に出て公民館運営の説明をしたり、
様々な場面で声を聴いたりしたこともあって、地区住民の声
を事業に反映させることができた。
上津江地区は高齢化率が最も高く、人口も合併後20年で半
分となっている。行政や様々な団体が地域活性化のための
活動を行っているが、住民一人ひとりにかかる負担も大きく
なっていることから、公民館も事業を行っていくうえで、より関
連団体との連携を図ることが重要となっている。

【職員対応】　利用者に対し、館長・主事
ともに誠実に接することができている。

【運営方針】  「つどう」「まなぶ」「むすぶ」
を基本に努力している

【広報活動】  見やすさ、わかりやすさｕｐ
でさらなる充実が期待できる



利用状況 広報活動 主催講座

　令和６年度の反省・評価
運営委員会評価

公民
館

運営方針
反　　　省

総合評価

大
　
　
　
山

　「ふるさとを愛し未来を切り拓くひと
づくり」を基本理念に、地域住民の生
涯学習、社会教育活動を推進する。
地域の課題を地域住民と考え、地域
の各グループ、各種行政機関、学
校、民間団体等と連携しながら課題
解決にむけた学習機会を提供すると
ともに、住民自ら地域課題を解決す
る学習活動をおこない、人材育成、
まちづくり支援をすすめる。

　毎月1日発行の広報ひ
たにあわせて適切に募
集チラシ、告知チラシを
発行できた。

　大山スマイルマル
シェ、大山すみいい会、
大山振興局、大山文化
センター、大山農研など
行政機関や地域団体と
連携し事業をおこなっ
た。大山小中学校育友
会と大山すみいい会が
開催する家庭教育講演
会やもちフェスの支援を
おこなった。

　全ての事業においてほぼ計画通りに実施することができ
た。視察研修が悪天候により延期となったが、年度内に実施
することができた。
みんなの料理教室など新規会員が入会する講座もあった
が、女性セミナー、いきいき大学などは新規会員が入会せ
ず、有意義な講演を実施しても参加者が少ない。特にいき
いき大学の視察研修は参加人数が減少しているので、新規
会員の勧誘ならびに他事業との合同研修など新しい形での
取り組みが必要である。

【職員対応】  公民館利用者や来館者に
対し、気持ちのよい場所となるため、館内
外の清掃やあいさつ等に務めた。

【運営方針】　各種行政機関、各種団体
と連携し事業を行えた。

【広報活動】　公民館事業や地域の行
事、他団体の活動など、わかりやすい記
事の掲載に努めた。

天
　
　
　
瀬

　日田市公民館運営事業団の地区
公民館像「地域に密着し、地区民の
利用しやすい公民館」に基づき、集
い・学び・夢が実感できる、時代に
合った公民館づくりに取り組む。
　引き続き、「元気で魅力あふれる」
公民館づくりを基本方針に掲げ、知
己の人が共に支えあい「誰もがちょっ
と寄ってみたくなる・魅力あふれる」
地域に根差し、多くの住民の方に利
用いただける公民館づくりに邁進す
る。

　主催事業については
前年度とほぼ同数だ
が、自主学習教室と貸
館については回数・利
用者数ともに減少となっ
た。今後は新規の利用
者の発掘に努めたい。

　前年度に比べ地域行
事等も増え、掲載内容も
充実してきているが、HP
の更新がややおろそか
になっていた。

　主催事業も前年度とほ
ぼ同じ回数で開催でき
たが、コロナ以前と比較
するとまだまだ完全には
回復はしていないと感じ
ている。

　利用者にも活気が戻りつつあるが、全体的な利用者数は
ピーク時の約半数で、かつ自主学習教室と貸館に頼るところ
が大きく、主催事業は全体的に戻ってきていないのは実感
している。講座の内容等を一部変えてみるなど新規受講者
の開拓も様々な手を打ってはいるが、中々結びつかず今後
も更なる対策を打っていきたい。

【職員対応】　来館者には丁寧な対応を
している。利用者が気持ちよく利用出来
るよう、より一層の丁寧な接遇を求める。

【運営方針】　運営方針に対して、地域団
体等と連携しながら取り組んでいる。

【広報活動】　写真とイラストを使った紙面
づくりに工夫が見られる。
さらに来館者が増えるよう、より一層積極
的な情報発信を求める。


